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別記第 8号様式の 2(第 14条 )

令和元年度 補助金実績報告書

令和元年 12月 16日

函館市長 工藤 壽樹 様

住所    北海道函館市浅野町3番 10号
補助対象者 企業名または団体名 株式会社
代表者氏名 代表取締役社長 竹田 寿広

(魚種転換支援事業補助金)

補助対象事業の名称 たこ皮を原材料とした新商品開発に伴う製造ライン整備事業

令和元年7月 4日 付け函経食をもって補助金の交付の決定を受けた上記の補助対象事業

は,令和元年 11月 20日完了したので,関係書類を添えて報告します。

1 補助金交付決定通知額
2 補助金振込先

金 4,000,000円

3 実績書  別紙 -1の とおり

記

銀行名 支店名 口座種類 日座番号

| ‐ 中

日座名義

(カナ)

4 収支決算書  別紙 2の とおり



別紙 1

実  績  書

2 製造機械等の導入および改修支援事業

(注) 1.実 績書の内容について詳細に記載すること。 (別紙も可)
2.製造対象商品の写真および概要のわかる資料ならびにその他必要と認めた書類を添
付することし

新 品の名称 (仮称も可)および概要
名称 :蛸ホールモン

概要 :たこの皮を味付 した、プニプニ新食感の商品です。

補助対象事業により導入または改修した機械等

品名 額

導入 X線検査器 1 8,0001000 8,000,000 株式会社 竹田食品 工場

(函館市浅野町3番 10号 )

補助対象事業の実施による効果

たこ皮を原材料とした新商品の製造においては、原材料にしばしば、石等の異物が
含まれることから、効率よく異物除去を行うため、X線検査器を導入した。
現在、繁忙期と重なっていることもあり本格生産には入っていないが、試運転やそ
の後の小規模生産において適切かつ効率よく異物の除去が可能なことを確認できた。
今後、下記事業計画のとおり新商品の本格生産・販売を行っていきたい。

補助対象事業完了後 事業計画 (研究開発 設備投資 商 販
士

冗 等 )の 品

補助事業完了後、月 50個程度の小規模生産を開始したところであるが、年明けの
令和2年からは、月 1000個程度の本格生産に入る予定。

函館市内から商品提案をはじめ、来年の道外の展示会等に出品し、新規顧客開拓を
目指す。



収 支 決 算 書

丹U′率氏2

:円 )

:円 )

収入の部

支出の部

(

(

項   目

本年度予算額 本年度決算額 増 減

内  訳

自己資金

函館市補助金

4,000,000

4,000,000

4,000,00o

4,000,000

4,090,00C

4,000,00C

4,000,00C

4,000,000 0

90,00C (

(

合  計 8,009,000 8,000,000 8,090,00( 8,000,00C 90,00C 0

項   目

本年度予算額 本年度決算額 増 減

内  訳

機械導入費

その他 (違約

金)

8,000,000 8,000,00〔 8,000,00C

90,00C

8,000,000

0 90,000

0 G

C

X線検査機
@8,000,000 X l台

メーカー :田■■D
型式:日■B

合  計 8,000,000 S,000,00( 3,090,00( 8,000,00C 90,00C 0

収支差3 1額 0     円

注) 1.金 額については,すへて消費税を除いた額で記載すること。


